
新
型
車

両
、
津
軽
路

を
走
り
ま

す
 

津
軽
鉄

道
「

走
れ
メ

ロ
ス
号
」
→
・
磁
 

フシ 

ク 

10月31日現在（）内は前回比、男23,931 (+35）女26,552(+ 9）計50,483 ( + 44）世帯17, 439  (+ 12)  

、Hぐ1旦：帝 
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発行五所川原市役所／編集 総務課〒037 五所川原市字岩木町12番地公代B5-公代B5 2111番 

津
軽
鉄
道
（
三
和
満
社
長

）
が
冷
暖
房
完
備
の
新
型
車
両
 

「走
れ
メ
ロ
ス
号

」
を
二
十
九

年
ぶ
り
に
ニ
両
導
入
し
十
一

月
十
三
日
、

試
乗
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
雪
の
降
る
中
、
 

三
和
社
長
、

佐
々
木
市
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
後
、
津
軽
飯

詰
駅
ま
で
の
往
復

三
十
分
の
小
さ
な
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

「走
れ
メ
ロ
ス
号
」
は
津
軽
五
所
川
原
、
津
軽
中
里
の
約
一
一

十
子
を
毎
日
十
往
復
し

津
軽
鉄
道

の
顔
と
し

て
活
躍
し
ま
す
。
 

」
車
内
で
は
小
学
生
の
図
画
を
展
示
し
て
い
ま
す
 



野
球
の
普
及
に
尽力
 

神
 
幸
一

氏

（7
4歳
）
 

新
 
町
 

、
又化
褒

賞
 

大
相
撲
初
代
若
・
貴
の
母
 

花

田
き
急
氏

（8
7歳
）
 

東
京
都
杉
並
区
 

十
一
月
二
十
一
日
、
平
成
八
年
度

の
文
化
褒
賞
・
市
褒
賞
並
び
に
内
助

功
労
章
表
彰
式
に
受
賞
者
を
は
じ
め
、
 

佐
々
木
市
長
、
表
彰
推
薦
委
員
、
来

賓
な
ど
約
八
十
人
が
出
席
し
市
内
大

町
の
藤
吉
郎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
市
の
文
化
の
振
興
、
発

展
に
優
れ
た
功
績
を
表
し
た
方
、
公
 

長
男
勝
治
氏
は
横
綱
初
代
若
乃
花

と
し
て
、
八
男
満
氏
も
大
関
貴
乃
花

と
し
て
大
活
躍
さ
れ
、
現
在
は
角
界

随
一
の
二
子
山
部
屋
親
方
と
し
て
相

撲
人
気
を
支
え
て
い
る
が
、
こ
れ
も

気
丈
で
忍
耐
強
い
あ
な
た
の
薫
陶
が

あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
あ
り
、
陰
の
力

と
な
っ
て
大
相
撲
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
。
 
 

共
の
福
祉
の
増
進
に
顕
著
な
業
績
の
 
2
 

あ
「
た
方
、
徳
行
が
優
れ
広
く
市
民

の
模
範
と
な
る
方
を
称
え
表
彰
す
る

も
の
で
す
。
 

今
回
の
受
賞
者
は
、
文
化
褒
賞
一11
 

名
、
市
褒
賞
三
名
、
内
助
功
労
章
五

名
の
計
十
一
名
で
次
の
方
々
で
す
。
 

（順
不
同
）
 

野
球
の
普
及
に
情
熱
を
注
ぎ
昭
和

二
十
一
年
か
ら二
十
八
年
余
の
長
き

に
わ
た
り
五
所
川
原
市
野
球
協
会
理

事
長
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
は
会
長

と
し
て
卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮
し

た
ほ
か
、
五
所
川
原
防
犯
協
会
支
部

長
や
新
町
町
内会
会
長
等
を
務
め
る

な
ど
市
勢
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
神
 
菊
江
さ
ん
 

平成 8年度 

文化褒賞●市褒賞並びに内助功労章表彰式 

平成8年12月1日 

(
 

r
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場
 

会
 

嘗
一

受
 

川村課長（左）、蒔田課長（右）と佐々木市長 

初
等
教
育と
地
域
文
化
発
展
に
貢
献
コ

白
戸

良
徳
氏
（
8
3歳
）
 

烏
 
森
 

昭
和
十
年
南
津
軽
郡
大
坊
尋
常
小

学
校
訓
導
と
し
て
教
職
に
身
を
投
じ

て
以
来
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
稲
垣

村
立
豊
川
小
学
校
長
を
最
後
に
退
職

す
る
ま
で
実
に
三
十
九年
の
長
き
に

わ
た
っ
て
初
等
教
育
の振
興
に
寄
与

し
前
途
有
為
な
人
材
の
育成
に
尽
力

さ
れ
た
ほ
か
、俳
句
仲
間
と
同人
誌
 

「山
河
」
を
創
刊
し
て
創
作
活
動
を

続
け
る
な
ど
地
域
文
化
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
白
戸
ト
ョ
さ
ん
 

市
 
褒
 賞

・
一
 

防
犯
活
動
と
教
育
振
興
に
貢
献

川
浪

豊
登
氏
（
7
6歳
）
 

藻
川
字
中
島
 

初
等
・
中
等
教
育
の
振
興
と
ス
ポ
 

ー
ツ
の
発
展
に
寄
与
し
前
途
有
望
な

人
材
を
世
に
送
り
だ
す
と
と
も
に
退

職
後
は
、
五
所
川
原
地
区
防
犯
協
会

会
長
や
市
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
委
員
長
等
多
く
の
要
職
に
就

い
て
活
躍
さ
れ
、防
犯
活
動
や
子
供

た
ち
の
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
川
浪
と
み
さ
ん
 

観
光
行
政
に
貢
献
 

丸
海
老
祐
造
氏

（6
8歳
）
 

松
島
町

一
丁
目
 

市
観
光
協
会
会
長
と
し
て
協
会
の

法
人
化
と
「
花
と
イ
ベ
ン
ト
の
絶
え

な
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
尽
力
さ
れ
る

と
と
も
に
、
五
所
川
原
交
通
安
全
協

会
五
所
川
原
支
部
長
と
し
て
交
通
事

故
撲
滅
に
適
進
し
、
多
大
な
成
果
を

あ
げ
た
ほ
か
、
青
森
県
ソ
フ
ト
ボ

ー
 

ル
協
会
会
長
や
五
所
川
原
青
年
会
議

所
理
事
長
と
し
て
、
地
域
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
丸
海
老
良子
さ
ん
 

司
法
行
政
推
進
に
尽力
 
一

青

山
詞

一
氏

（7
3歳
二
 

青
森
市
大
野
 

警
察
嘱
託
医
と
し
て
昼
夜
の
別
な

く
司
法
行
政
推
進
に
尽
力
さ
れ
る
と

と
も
に
、
五
所
川
原
ス
キ
ー
協
会
会

長
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与

さ
れ
乞
ほ
か
、
学
校
医
と
し
て
生
徒

の
健
康
管
理
や
体
位
向
上
に貢
献
、
 

さ
ら
に
は
、
本
市
名
誉
市
民
伊
藤
正

規
画
伯
と
交
流
を
続
け
画
伯
に
協
力

し
、
文
化
振
興
の
面
で
も
貢
献
さ
れ

た
。
 内

助
功
労
章
 
青
山
勢
子
さ
ん
 

市
職
員
厚
生
大
臣

表
彰
 

国
保
年
金
課
川
村
さ
ん

福
祉
事
務
所
蒔
田
さ
ん
 

市
職
員
の
川
村
喜
代
一
国
保
年
金

課
長
が
「国
民
健
康
保
険
関
係
功
労
者

厚
生
大
臣
表
彰
」
を蒔
田
弘
次
福
祉
事

務
所
保
護
課
長
が
「社
会
福
祉
事
業
功

労
者
に
対
す
る
厚
生
大
臣
表
彰
」
をそ

れ
ぞ
れ
受
け
ま
し
た
。市
で
は
昨
年
、
 

在
宅
福
祉
事
業
や
ホ
ー
ム
（
ル
パ
ー
年

間
利
用
率
日
本
一
の
功
績
に
よ
り
厚

生
大
臣
表
彰
を
受
け
て
お
り
、
二
年

連
続
の
受
賞
と
な
っ
た
こ
と
は
、
知

事
の
「
福
祉
日
本
一
」
を
先
取
り
で

き
た
も
の
と
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
亥

受
賞
を
受
け
た
両
名
は
、「今
後
ま
す

ま
す
努
力
し
仕
事
を
が
ん
ば
る
つ
も

り
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

堂
々
と
意
見
発
表
 

ー
第
十
六
回
 

少
年
の
E
張
発
表
大
会
ー
 

日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
や
感
じ
 

た
こ
と
を
発
表
す
る
第
十
六
回
少
年
 

の
主
張
発
表
大
会
が
十
一月
十
五
日
、
 

働
く
婦
人
の
家
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

同
大
会
に
は
、
市
内
の
小
学
校
九
 

校
か
ら
十
二
点
、
中
学
校
五
校
か
ら
 

九
点
の
応
募
が
あ
り
、
こ
の
日
は
原
 

稿
審
査
で
選
ば
れ
た
小
・
中
学
校
の
 

各
五
名
が
発
表
し
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
通
り
。（敬
称
略
）
 

▽
市
長
賞
目
岩
崎
史
織
（栄
小
六
年
）
、
 

楢
崎
夏
希
（
五所
川
原
四
中
三
年
）
 

▽
教
育
長
賞
目
神
静
香
（
南小
五
年
）
、
 

長
谷
川
タ
希
子
（
五所
川
原
三
中
 

二
年
）
 

▽
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
長
賞
H
木
 

村
文
香

（
南小
五
年
）
、
 今
本
和
 

寿

（
五所
川
原
一
中
二
年
）
 

▽
青
少
年
問
題
協
議
会
長
賞
目
三
橋
 

絵
梨
佳
（
中
央
小
六
年
）
、
 山
内
 

碩
哉
（
梅
泉
小
五
年
）
、
 野
宮
千
 

津
子

（
五所
川
原
四
中
三
年
）
、
 

工
藤
知
宏
（
五所
川
原
三
中
一
年
）
 
日
 

▽
保
護
司
会
奨
励
賞
H
神
静
香

（
南
 

小
五
年
）
、
 松
野
徹
也
（
五
所
川
 

原
二
中
三
年
）
 

▽
B
B
s
会
奨
励
賞
H
長
谷
川
タ
希
 

子
（
五
所
川
原
三
中
二
年
）
 

3 平成8年12月 1 



地
方
交
付

市
 

こ
の
部
分
は
収
入
済
額
で

す
 

9' 

」鴛」 16.9% - 

原市の財政 
平成 7年度決算の状況） 

平成 8年度（平成8年9月30日現在） 

―般会計歳入歳出予算執行状況 

歳入歳出予算額 223億9,487万円 
（逓次繰越費、繰越明許費を含む） 

税 税 	費 費 費 費 費 

土 民 衛 総 

木 生 生 務 育 

歳 出 

支出済額 88億99万6千円 

支出率 39.3% 

市有財産の状況 
（平成8年9月30日現在） 

土 	 地 3, 479 , 469 . 14n 

うち山林 191,246.00n? 

建 	 物 225,792.65n? 

有 	価 	証 	券 216,652 千円 

出資によ る権利 114,947 千円 

自 	動 	車 147 	台 

債 	 権 0 千円 

五所川原市土地開発基金 479,228 千円 

五所川原市財政調整基金 241,500 千円 

五所川原市特別導入事業基金 t757 千円 

国民健康保険財政調整基金 227,264 千円 

五所川原市減債基金 4,366 千円 

五所川原市ふるさと創生基金 124,877 千円 

五所川原市地域福祉基金 337,185 千円 

五所川原市美術館建設基金 64,147 千円 

動 	 物 （牛） 36 	頭 

―時借入金残高の状況 
（一般会計及び特別会計分） 

月（末） 金 額（千円） 

4 170 ,792 

5 0 

6 0 

I 0 

8 0 

9 470 ,216 

48.7% 

46.2% 

‘へ 

商
 
工
 
費

ほ
か
 

消
 
防
 
費
 

農
林

水
産

業
費
 

こ
の
部
分
は

支
出
済
額
で
す
 

市の財政がどのように運営され、どのよ 

うな状況にあるかをお知らせします。 

'I.所川原市長 佐々木 栄 造 

今回は、平成8年度予算の執行状況と、平成 

7年度決算の状況をお知らせします。 

範
」
」
雑
雄
葬
難推
錠
鉦
集
生
に
」
証
」
証
証
」
仁
」
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一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 

一
 
一
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一
 

一
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一
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歳 入 

収入済額 90億6,916万9千円 

収入率 40.5% 

財
 
産
 
収
 
入 

地
方
譲
与
税
ほ
か
 

諸
 

収
 
入
 

国

庫

支
出

金

県
 
支
 
出
 
金

繰
 

入
 
金

分
担
金
及
び
負
担
金
 

39.9% 
~ 
多Aごグ＝ 
～グ＝ 

舞 
教
 

48.0% 
~ 
～グニ zニミ多 
~ 
ニニ~ 
参ミ参 zAごり三 

公
 

債
 
費
 

談 

平成 7年度一般会計歳入歳出決算の状況（見込み） 

歳 入 区 分 収入済額（千円） 構成以殉 歳 出 区 分 支出済額（千円） 構成出％) 

市 	 税 4,150,170 20.0 議 	会 	費 212,731 1.0 
地 方 譲 与 税 386,919 1.9 総 	務 	費 2,300,489 11.3 
利子割交付金 91,997 0.4 民 	生 	費 4,619,003 22.6 
特別地方消費税交付金 7,396 0.1 衛 	生 	費 3,119,766 15.3 
自動車取得税交付金 113,097 a5 労 	働 	費 143,851 0.7 

地 方 交 付 税 6,446,109 31.1 農林水産業費 1,039,631 5.1 
交通安全対策特別交付金 11,245 0.1 商 	工 	費 476,480 23 
分担金及び負担金 569,486 2.7 土 	木 	費 3,327,007 16.3 
使用料及び手数料 326,562 1.6 消 	防 	費 824,855 4.0 
国 庫 支 出 金 3,508,321 16.9 教 	育 	費 2,499,595 12.2 
県 支 出 金 795,873 3.8 災 害 復 旧 費 145,661 0.7 

財 産 収 入 287,584 1.4 公 	債 	費 1,706,505 8.4 
寄 	附 	金 6,821 0.1 諸 支 出 金 18,109 0.1 

繰 	入 	金 106.923 05 予 	備 	費 0 0.0 
繰 	越 	金 85,853 0.4 

諸 	収 	入 504,319 2.4 

市 	 債 3,349,800 16.1 

合 	 計 20,748,475 100.0 合 	 計 20,433,683 100.0 

平成7年度特別会計歳入歳出決算の状況（見込み） 

会 	計 	区 	分 収入済額（千円） 支出済額（千円） 

国民健康保険事業勘定 4,318,420 4,1 46,580 
老 	人 	保 	健 3,255,547 3,255,246 

高 等 看 護 学 院 88,404 88,404 

長者森平和公園造成事業 3,371 2,452 

下 	水 道 事 業 1,667,188 1,662,132 

農業集落排水事業 110,217 104,346 
公共用地先行取得事業 1 3,504 13,504 

平成8年12月1日 4 

64.6% 

皿 

市
 

債
 

62.6% 
~ 
，ニグAご g多雄 
，ニジ～ 
啄9 

48.5% 
~ 
こ多受二 
~  

46.1% 

0.1% 
42.8% 10 9% 

58 3% 

68.6% 

17.1% 
24.9% 

17.5% 

U 
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（平成8年9月30日現在） 

青森県市町村振興協会 
2億9,刀5万5千円（1.8%)  

青森県 
4億3.525万6千円（2.6%)  

青森県市町村職員共済組合 

2億1,057万5千円（1.2%)  

中小企業退職金共済事業団ほか 

5,023万4千円（0.3%) 

v
 

万
 

l、
 

【
‘
ノ

ノ
 

血
，
】
（b
 

借
総
引
0
6
 

(
b
~r
 

・
・一
‘・
プ
ー・
一・

 

先
 

刀
 

‘
．・
一
・
一
・
一
・
 

円
 

注
…

（
 
）
書は
構
成
比
で

す
こ
 

民生債 
6億1,090万9千円（3.6%)  

農林水産業債 
9億3,918万5千円 

(5.6%) 

衛生債 

11億3,926万 
9千円（6.8%) 

消防債 3億L783万6千円G.9%) 

災害復旧債 2億9,965万4千円（1.8%) 

商工債 3,370万円（0.2%) 
労働債 2,946万円（0.2%)  

r 市税総額 ’】薗走費産柳】  

41億3,717万円 18億6,802万・ 

（灘轟I程m9羅 

]18億6,802万・’ 
6千円・】 

'(14億3,4017う二 

‘・5干円 76.8%) 

市債 の 状況 

市税の負担状況 
（平成8年9月30日現在） 

都市計画税 1億1 .867万8千円（8,205万円 69.1%) 
軽自動車税ほか 

市たばこ税 税 	 6,116万8干円（6,668万2千円 109%) 
3億1,184万1千円 
(1億5,965万 

5千円 51.2%) 

鷲帯三欝競麟無綴露麟曹 
麟17億7.745万7干円三」」1」」舞ー 

驚Sl熊349,7具62.り1%)議 

5 平成8年12月1日 

ン卿葬矛一五所川 
く平成 8年度予算執行状況と 

平成 8年度特別会計歳入歳出予算の執行状況 
（平成8年9月30日現在） 

会計区分 予算現在額 
（千円） 

収入済額 
（千円） 

収入率 
(%) 

支出済額 
（千円） 

支出率 
(%) 

国民健康保険
事 業 勘 定 

4,290,963 1,347,817 31.4 1,539,472 35.9 

老 人 保 健 &292,0関 1,462,925 44.4 1,517,952 46.1 

高等看護学院 96,323 5,836 6.1 34,642 36.0 

長者森平和
公園造成事業 

3,098 3,585 115.7 1,495 48.3 

下水道事業 
（繰越明許費 

150,911含む） 
1,652,817 210,618 12.7 692,561 41.9 

農業集落排水事業 
（繰越明許費 

5,871含む） 
60,710 9,171 15.1 32,053 52.8 

公共用地先行
取 得 事 業 

13,505 599 4.4 6,845 50.7 

麟難数 
皆さんが加入している厚生年金、国民年金

積立金は加入者に支払われノるまて二の間に公共

施設の整備資金として市に還元融資され、地

域社会の発展と住民の福ネ止向上に役立ってい 

	

ます。市では平成7年度に次のとおり融資を 	’ 

受けています。 

〇トラッシュローダ購入事業 17,400千円 

〇高等看護学院整備事業 	12,300千円 

〇一般廃棄物 終処分場建設事業 

917,100千一円 

五所川原市役所 容35- 2111 

I 

三
 

り
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(
 ）
書
は
収
入
済
額
及
び

収
入
率
で

す
。
 トラッシユローダ購入事業 



一柳

の
糾
勲
言
 

サ
 

1
 

」

丁
 

みんなで仲よく昼食会 

市
で
は
、
文
学
的
に
優
れ
、
五
所

川
原
の
文
化
伝
承
に
功
績
の
あ
っ
た

著
者
を
た
た
え
て
市
民
文
学
賞
を
制

定
し
第
一
号
に
五
所
川
原
の
二
度
の

大
火
を
題
材
に
「
失
わ
れ
た
五
所
川

原
」
を
執
筆
し
た
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
 

ー
の
山
本
和
夫
さ
ん

（
六三
歳
）
H
 

東
京
都
在
住
H

を
選
び
ま
し
た
。
 

平
成
六
年
に
出
版
さ
れ
た
「失
わ
れ

た
五
所
川
原
」
は
、先
人
た
ち
が
不
据

不
屈
の
五
所
川
原
魂
で
切
り
開
い
て

き
た
歴
史
を
再
認
識
さ
せ
新
た
な
決

意
を
呼
び
さ
ま
す
き
っ
か
け
と
な
「
 

た
と
し
て
山
本
さ
ん
（
の
評
価
が
高

ま
り
今
回
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
 

山
本
さ
ん
は
、本
市
出
身
で
木
造
高
 

ー
早
大
卒
業
後
実
業
之
日
本
社
入
社
、
 

「週
間
漫
画
サ
ン
デ

ー
」
編
集
長
な

ど
を
歴
任
し
、
平
成
五
年
か
ら
フ
リ
 

ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
首
都
圏
在
住
の
五
所
川

原
出
身
者
で
結
成
し
て
い
る
「
わ

・

五
所
川
原
会
」
の
会
長
と
し
て
地
元

と
の
交
流
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。
 

お
年
寄
り
を
 

大
切
に
し
よ
う
 

老
人
と
ふ
れ
あ
い福
祉
の
つ
どい
 

市
三
好
中
学
校
体
育
館
で
こ
の
ほ

ど
、
 「老
人
と
ふ
れ
あ
い
福
祉
の
「
 

ど
い
」
 
〔
三好
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
（
小
野稔
会
長
）〕
を
行
い
、
一
一
百

六
十
人
が
参
加
し
、
お
年
寄
り
と
地

域
の
小
・
中
学
生
た
ち
が
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
「
ど
い
で
は
、
三
好
中

学
校
・
藻
川
小
学
校
児
童
生
徒
の
作

文
発
表
や
鶴
ケ
岡
小
学
校
児
童
に
よ

る
劇
な
ど
が
行
わ
れ
お
年
寄
り
た
ち

は
さ
か
ん
に
拍
手
を
贈
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
後
、
参
加
者
た
ち
は
小

・

中
学
生
た
ち
と
一
緒
に
、
用
意
さ
れ

た
昼
食
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
お

年
寄
り
た
ち
は
「
子
供
た
ち
と
の
ふ

れ
あ
い
が
出
来
て
う
れ
し
か
っ
た
。」
 

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

竜
飛
精
工
青
森
工
場
 

落
 
成
 
式
 

市
内
金
山
泉
田
に
完
成
し
た
「
竜

飛
精
工
」
 
（
本
社東
京
都
府
中
市
、
 

中
村
満
代
表
取
締
役
、
資
本
金
一
千

万
円
）
の
青
森
工
場
の
落
成
式
が
十

一
月
十
八
日
に
行
わ
れ
、
中
村
社
長
、
 

佐
々
木
市
長
ら
関
係
者
約
三
十
人
が

出
席
し
て
工
場
の
完
成
を
祝
い
ま
し

た
。
 

完
成
し
た
青
森
工
場
は
鉄
骨
平
屋

建
て
約
ニ
百
八
十
平
方
メ
ー
ト
ル
、
 

敷
地
面
積
約
三
千
九
百
六
十
平
方
メ
 

ー
ト
ル
、
総
事
業
費
約
二
億
円
。
平

成
四
年
一
月
に
誘
致
企
業
と
し
て
エ

場
立
地
協
定
を
結
び
、
今
年
七
月
に

着
エ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
用
金
型

を
製
造
し
、
十
二
月
か
ら
操
業
を
開

始
し
ま
す
。
 

工
業
団
地
に
 

地
場
企
業
五
社
目
 

青
森
定

期
自

動
車
 

青
森
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
ハ
イ
テ
ク
工

業
団
地
漆
川
地
区
に
進
出
す
る
地
場

企
業
と
し
て
は
五
社
目
と
な
る
「
青

森
定
期
自
動
車
株
式
会
社
」
 
（
本
社

青
森
市
、
斎
藤
照
二
代
表
取
締
役
社

長
、
資
本
金
二
千
八
百万
円
）
が
、
 

市
内
田
町
に
あ
る
営
業
所
を
移
転
新

築
す
る
た
め
、
十
一
月
二
十
日
に
市

と
立
地
協
定
を結
び
ま
し
た
。
 

新
営
業
所
は
鉄
骨
平
屋
建
て
六
百

六
十
平
方
メ
ー
ト
ル
、
用
地
は
約
四

千
七
百
平
方
メ
ー
ト
ル
。
着
工
は
来

年
七
月
、
操
業
は
同
年
九
月
の
予
定
。
 

運
送
事
業
を
業
務
と
す
る
同
社
は
、
 

県
内
は
も
と
よ
り
東
京
、
埼
玉
、
仙

台
な
ど
に
も
支
店
、
営
業
所
を
持
ち
、
 

従
業
員
は
二
百
七
十
名
。
五
所
川
原

営
業
所
の
従
業
員
は
現
在
二
十
名
で
、
 

新
た
に
十
名
を
雇
用
す
る
予
定
。
 

秋
の
叙
勲
受
賞
者
が
発
表
さ
れ
、
 昭

本
市
か
ら
ば
次
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
 
昨
 

し
た
o
 

執
 

〔勲
六
等
瑞
宝
章
〕
 

大
坂
修
造
さ
ん

（
六
八歳
）
 

消
防
功
労
 

（
元
五
所川
原
市
消
防
団
分
団
長
）
 

（
善意
の
花
か
ご
）
 

と
う
も
あ

り
が
と

う
一
」
さ
い
ま
す
 

＠
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

〇
五
所
川
原
郵
便
切
手
販
売
協
会
 

（
二月
千
代
三郎
会
長
）
H

寄
贈
（
年

賀
は
が
き
七
〇
〇
枚
）
。
 

〇
五
所
川
原
市
生
活
学
校

（
三橋

さ
と
子
代
表
）
H

二
万
円
。
 

⑥
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ
 

〇
三
上
セ
ツ
さ
ん
（田
町
一
九
四
 

ー
四
）
目
十
万
円
。
 

⑨
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設
促
進期

成
会
（
 

〇
中
村
節
雄
さ
ん

（
姥落
字
桜
木

四
ー
六
）
H

十
万
円
。
 

〇
三
上
セ
ツ
さ
ん

（
田
町
一
九
四
 

ー
四
）
H

十
万
円
。
 

完成した竜飛精工青森工場 

調印後、握手を交わす 
斎藤社長（左）と佐々木市長 

（

・
 

r
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～五所川原へのメッセージ～ 

五所川原市の大火後の思い出 ［五所川原は私の青春の街 
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No. 14 

み うら しゆう いち 
ー~ 

A 三 浦 修 一さん（64歳） A 

東京銀杏ケ丘同窓会会長 

埼玉県浦和市大門1695 

み かみ 
	

かん 
■~ 

一→ 

' 上 
	

寛さん（46歳） 

歌 手 

千葉県習志野市花咲1-16-23 

五所川原市と言えば津軽平野の中心に位置

している、西北五の商業・文化の中心都市で協

る。 私のイメージでは、二度の大火に被災し

たことが強く印象に残っている。 その頃私は

中学、高校通して6年間五能線で木造に通っ

た。 朝の通学時五所川原駅に到着すると五農

の男子生徒と五高女の美人の生徒がぞろぞろ

と降りて行き、替わりに木造へ行く五所川原

在住の生徒と津軽鉄道から乗り換えして来る

色気のない男子生徒ばかり、又ぞろぞろと乗

って来る、いわば五所川原駅は生徒の交差点

でもあった。 「まち」はと言えば大火の後であ

るからバラック建てが多く、商店街も長屋形

式のバラック建てであったが活気にあふれて

いた。 近郷近在の人達はその売場を目当てに

多くの人が買物に来るのである。 やがて本建

築の家が建てられ、だんだんバラック建てが

消えて行った。 今ではその当時の家すらない

ような気がする。 立，辰

なビルが立ち並び二度

も三度も様変わりした

五所川原市である。 

今後も益々の発展を

期待しております。 

7 平成 8年12月1日 

～これは三上寛さんの直筆です～ 

プロフィー)レ 

1950年 3月20日、青森県小泊村出身。高校（五所川原高校）在学中より
ビート派詩人の影響を受け現代詩を書く。18歳で上京。様々な職業を経
験しながら作詞作曲を始める。渋谷のライブハウス「ステーション’7O」 
にてデビュー。71年 8月、第3回中津川フオークジャンボリーでのステ 
ージによって もラジカルなフォークシンガーとして一躍脚光を浴びる。 
URCレコードノ＼移籍後「ひらく夢などあるじゃなし」（た年）、 rBA 
NGノ」(74年）〔共にCD化され発売中〕等でその強烈な個性を開花さ
せ、フオークというジャンルを超えたアーテストとしての評価を決定的
なものとする。活動のフェールドは単にミュージックシーンだけにとど
まらず、73年には詩とエッセイを集めた初の著書「愛と希望に向かって
撃て」（社会思想社）を発表、更にDJやTV司会者、レポーターも手が
け、また俳優としても多数のドラマ、映画に出演活躍中。 

五所川原市役所 公35 -2111 



◇ 

国民年金もっと便利に 

口ックショッピングタウン五所川原 

出店計画概要説明会 
五所川原市一野坪への出店計画について、 

消費者や商業者の皆様に大規模小売店舗法に

基づく「出店計画概要説明会」を開催します。 

◇日時 12月10日（火） 14 】 00-15 : 00 
◇会場 五所川原商工会議所 5階大会議室

⑥問い合わせ先 

ロック開発株式会社 仙台事務所 

（仙台市青葉区国分町1丁目 6 番18号） 

雪 022 - 264 - 9392 

平成 9 年 

新年名刺交換会 

◇日時 平I戎 9年1月 10（水） 11 : 00 

◇場所 ホテルサンルート五所川原 2F皆 

◇会費 3,000円 （申し込みと同時に納入く 

ださい。） 

く＞申し込み締めf刀り 12月20日（金） 

◇申し込み、う乞 

市総務課（合35 - 2111 内線402）または 

五所川原商工会議所（合35 - 2121) 

◇主催 五所川原市 

五所川原商工会議所 

市内農業協同組合懇談会 

年金の保険料をつい忘れがち、毎月支

払いに行くのが面倒という方々。こんな

制度を活用してはいかがでしょうか。 

I.0座振替にすると．.. 
口座振替なら、一回の手続きで毎月きちんと

納められて老後も安心。 自分名義の通帳でなく
とも、 ご家族の通帳から引き落とせます。 

お申し込みは、通帳・印鑑・年金の納I寸書を
もって各金融機関窓口まで。 

I 	こんな特典が・・・ 

一 
I びまる子ちゃんテレホンカードをも 

r l ゼント。 （ただし平成 8年10月から 

I 月まで申し込みの方に限ります）  

~ Pc 鮪鳩g2112-2 

お知らせ 

五所川原市若年者雇用奨励金 

申請期間延長のお知らせ 
五所川原市若年者雇用奨励金の要件が一部 

緩和されたことに伴い、 申請期間を延長する 

ことになりました。 

平成 8年4月1日から （新規学校卒業者は

平成 8年3 月1日から） 9月30日までに25歳
未満の若年者を雇い入れた中小企業事業主は

お早めに申請手続きをしてくださるようお願

いします。 

◇申請期間 12月16日（月）まて二 

(9 : 00---16 : 00、土・日・祝日を除く） 

◇申請場戸斤・問い合わせ 市商工振興課 

合内線381 

経営の安定を貿ろうとする 
市内の中小企業の方へ 

県では、長期的な景気低迷等から業況が未

だ回復せず、売上の減少等から資金繰りに支

障を生じている県内の中小企業者の方、又は

腸管出血性大腸菌禍（0-1 5 7等）により

影響を受け、経営の安定に支障が生じている

県内の中小企業の方の資金I反支の緩和等を図

るため、長期・低沫寸で運転資金を融資する、 

「青森県中小企業緊急サポート資金」を創設

し、10月15日からスタートしています。 

この融資制度を受けるには商工会議所又は

商工会の推薦書が必、要て三す。 

◇実施期間 月勾戎 9年3月31日まて了 

なお、推薦書の 終有効期限は平J戎 9年 

3 月21日て三す。 

く今問い合わせ先 

・青森県商工政策課 商工金融班

客 0177 - 22 - 1111 内線4158 

・青森県信用保証協会五所川原支所

雪 35 - 4121 

・五所川原商二E会議所 雪35 - 2121 

〇国保からのお知らせ〇 
国保の全世帯または一部に異動があった場

合、世帯主は必ず14日以内に市役所あるい

は支所の担当窓口まで届け出ましよう。 

市国保年金課保険給付係合内線214・2巧 
”つし～γ～つ七~つ‘～つ“…つ亡～つ二 

平成 8年12月1日 8 



水道管の凍結にご注意を．グ 
市水道事業所 

日仁Hま、寒さが厳しく当市でも凍結や破裂

が大変多く発生しました。 

気温が氷点下4 度以下になると防寒等が不

完全なものは、凍結したり、破裂することが

ありますので次のことに注意してください。 

【水抜栓・不凍栓を備え付けの場合】 

長い間家を空けるようなときや就寝前に

は必ず水抜栓・不凍栓のハンドルをしっか

りと閉め、蛇口を一杯に開いてください。 

【むき出しの管や、屋外に蛇口がある場合】 

蛇口や水道管の立ち上

がりなどの露出部分に、 

保温材一（毛布類・コモ等） 

を巻きイ寸けるようにして

ください。 

もし凍らせてしまったら 
露出している管（保温筒などは取り外す） 

や、蛇口などにタオルかぞうきんを巻き付け、 

その上からお湯をゆっく りかけると、軽い凍

結ですと水が出るようになります。 （直接熱

湯をかけたり、直火を当てたり、 また電気を

直接，流す解氷などは、蛇口の破裂や火災の危

険がありますので十分注意してください。） 

それでも解けない場合は、お近くの市指定

水道工事店にお申し込みください。 

※凍結防止の放水はやめてください。 

凍結防止のために水を出しっ放しにする

と、 メーターが次第に上がり、春の検針精

算の際、料金にハネ返り思わぬ支出となり

ますので、放水はやめてください。 

市 県 民 税 （第4期） 

国民健康保険税 （第 6 期） 

月6日（月） 1
 

ジ1月10日は「石0番の日」 
“安心をつなぐかけ橋 11 0番” 

1 10番は、事件二・事故など緊急時の通報 

用電話ですので、いたずらや間違い電話で回 

線がふさがっていますと、通報しようとして 

いる人々に支障をきたすことになりますのて二 

注意してください。 

<<1 10番のためのポイント》 

①何があった 

（②） どこで（場所） 

（③）い ーつ 

（④犯人は 

（③）いま、 どうなってル、る 

（⑤ あなたの住所と名前、電話番号 

冬道の交通安全運重カ 
(12月1日ノへー／12月25日） 

～安全は スビードダウンと ゆとりから～I 
，ソ重点目標 ・飲酒・暴走運転の追放 

・高齢者の交通事故防止 
・ シートベルト着用の徹底三 
・ 冬道に配慮した運転の推進 

☆冬道の安全運転 
1 害リのスビー ドダウン 

・ 2 倍 の 車 間 距 離 
・ 3 分、早 め の 出 発 

五所J田京市交i重安全対策拐結義会 
五 所 )I I 原 警 察 署 

9 平成 8年12月1日 

し成人式の,迦らせ 
対象者には、12月中旬にハガキて旺重知いた

します。な」三3、学校釆叫士事の都合で市外に居

住しておられノる市出身者の方の参加も歓迎し

ますのて軒有教育委員会生涯学習課へご連絡く

ださい。 

く＞日時 平成9年1月15日（水） 14 : 00----

◇場所 オルテンシア 大ホーノレ 

く◇受イ寸日寺間 13:O0-13 】 50 （時間厳笥つ 

◇対象者 昭和51年4月 2 日から昭和52年4 

月 1 日までに生まれプと方 

×、申し込み先 市教育委員会 生涯学習課

合 35 - 2111 内糸泉555 

「はたちの主張」発表者募集 

選ばれた iiには、成人式二当日に発表し 

ていただきます。 

ぐ＞テーマ 成人式二を迎えるにあたってl惑 

じていること、I央意など。 

く今発表時問 約5分間 

（原稿用紙2枚程度） 

く今募集人員 男性1名、女性三1名 

ぐ＞応募資格 新J戎人 （昭和51年4月 2 日か 

ら昭和52年4月1日までに生まれた方） 

◇応募期限 12月18日（水）まで 

く＞申し込み先 

市教育委員会 生涯学習課 

合 35 - 2111 内線555 
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水洗便所へ改造のお願い麟 ' 

下水道は、汚水の速やかな排除による生活 

環境の向上、 くみ取り便所の水洗化による居 

住環境の改善及び公共用水域の水質保全とい 

う役割を果たしてル、ます。 

市では、昭和59年度から順次下水道の供用 

開始を行っていますが、供用開始区域になっ 

便所への改造をお願いします。 また、浄化槽 

の場合も公共下水道に接続をお願いします。 

ている地域で、 まだくみ取り便所の方は水洗 i 1 
市下水道課 

市 税 の 納 期 

五所川原市役所 公35-2111 

, 
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能力開発セミナー（12月分） 
青森職業能力開発短期大学校 

』6 二 11 ス 名 開講日程 時 間 

一
 
 金属熱処理技術 2-5 9 : 00-- 

16 : 00 

2
  

総合ソフト 
クラリスワーク 

21
6
 
9

2
4
 

 

9: 00- 
16 : 00 

3
  

音 声 認 言哉 3-6 9 	: 00---- 
16 】 00 

4
  

カード型パソコン 
デ一タべ一スの構築 

	

4, 	11 

	

18, 	26 
9 : 00- 

16 : 00 

《b
  

wwwによる 
情報発信 

9 --19 9 : 00- 
16 : 00 

(b
 

 

NCワイャカット 
放電加工 10-13 9 : 00- 

16: 00 

7
  

放射線測定基礎 13-18 9 	: 00--- 
16 : 00 

8
  

有限要素法による 
伝熱 

16-19 13 : 00- 
18 : 00 

9
  

インノターネットの 
活用 

16-19 9: 00-- 
16 : 00 

10 ノぐソコンシステム 
管理 16-20 18 : 00- 

21 : 00 

11 電動機利用技術 17-20 9: 00-- 
16 : 00 

12 CADによる 
プリント基板設計 

18-21 9 	: 00---- 
16 : 00 

13 電気ロウイ寸と 
凍結解氷 

24-27 9 	: 00--- 
16 : 00 

14 SFC言語による 
PC制御 

25-27 9 : 00- 
16 : 00 

ン受講料 2,000円 

>申し込み・問い合わせ 

開発援助課まで 雪37 一 3201 

やわ ら ぎ会 
会員募集 

《やわらぎ会》とは、五所川原市自衛隊協力

会の婦人部の名称で、私たち国民のために国

防と災害復旧などに日夜頑張っている自衛隊

の方々のために理解を示し、協力しましょう

という会です。 

◇行事 年2. 3回弘前駐屯地・車力駐屯地

の見学、記念式二典への参加、隊員との親

睦ボーリング大会など。 

@）年齢は問いません。 

⑥家族の方が自衛隊に勤務している方でも、 

ない方でも入会できます。 

◇年会費 2,000円 

◇申し込み先 中 山 嘩子 

〔勤務先〕”0173 - 35 - 2211 
〔自 宅〕台0173 - 35 - 9037 

~ 募 集 

パソコン・ワープ口教室 
受講生募集 

◇期日 12月 3 日（火）-6日（金） C4 日間〕 

◇場所 青森県立五所川原東高等学校 

情報タft理教室 

◇受講料 無う料 

◇定員 30名 

◇申し込み 五所川原東高等学校へ電話て潟そ5 
申し込みください。 ”29 - 2023 
五十嵐教諭、都谷森教諭まで。 

圧力pI".J、ミ叱．女ム＋, LtI I,'士1 
Hー貝はH'CIド云にd、ソ秋王 

～手作りの年賀状を出してみませんか～ 

く＞とき 12月 8 日（日） 13 : 00-15 : 00 
◇ところ 五所川原郵便局 2階会議室 

◇会費 無料 

◇講師 守三谷 俊 亮 さん 

◇持参するもの ェンヒhソ、絵具、 クレョン、 

筆、墨汁など（自分で使うもの） 

◇申し込み 12月 5 日（木）まーて了 

五所川原郵便局 貯金課（葛西） 

合34 一 3205 
◇定員 先着20名まて二 

働く婦人の家 

L生活講座受講生募集 

講 座 名 講 師 期 	間 時 	間 

年賀ハガキ 
作り教室 

高橋恭子 
12月 4 日（加 

5 
12月 6 日（因 

18:OO-20:O0 

クリスマスケ 
ーキ作り教室 

半沢寛倫 12月12日（司 

1回目 
1O:OO-12:30 
2回目 
18:OO-20:30 

郷土料理教室 
※定員になりま
したので締め
切りました。 

高橋みちよ 
（郷土料理 

研究家） 
12月18日（村 1O:O0-12:OO 

おせち料理教室 竹林恵子 12月25日（刃 9 :30-12:30 

お正月花教室 野宮汀豊 12月26日（村 

1回目 
1O:OO-12:OO 
2回目 
18:30-20:30 

※申し込み・問い合わせ 

イ動く婦人の家 容35 - 8898 
FAX35 -8953 

平成8年12月1日 10 
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交通安全は家庭から 

交通事故概況 
（半成 8り 11月201 現在） 

( ）内は、前年対比 

五所川原市交通安全対策協議会
五 所 川 原 警 察 署

運転はゆったりハートにしっかりベルト 

予防接種（個別）のお知らせ 
麻疹・風疹・三種混合 

ト対象 麻疹・風疹一生後12カ月～90カ月 

三種混合一生後 3 カ月～90カ月 

ト実施期間 平J戎 9年 3月31日まで 

ト持参するもの ①母子健康手帳 ②予診票

予診票は「子ども健康手帳」に添布

してあります。ない方は、はつらつ女

性課まで。 

ト注意事項 医療機関に事前にお問い合わせ

してからおでかけください。 

ト実施医療機関及び受付時間 

医療機関名 
受 付 時 階］ 

備 	考 
'

r
  

午 後 

江渡内科医院 8
 
3
0
 

 
、
  
3
0
 

 
1
 

I
ュ
  

1 : 30- 
5 : 00 

土曜日 
午前8: 30-

午後3 】00 

兼平 内 科

小児科医院 

~ 9 : 00- 
~ 	12:00 

1 : 30- 
5 : 00 

土曜日 
午前9: 00-

午後3:00 

川崎胃腸科 「 9 : 00- 2 :00- 土曜日 

内 科 医 院 ~ 	12:00 5 : 00 午後休診 

佐藤 内 科 I8 :  30- 2 : 00- 木、土曜日 

小児科医院 ~ 	11:30 4 : 30 午後休診 

2 : 30- 水曜日のみ 
西北中央病院 3 : 00 実施 

瀬川 内 科 8
 
3
0
 

 

●

I
 
2
 
\

0
0
 

 

2 : 00- 土曜日 

ク リニック 5 : 30 午後休診 

対 馬 内 科

小児科医院 

1 : 30- 
3 : 30 

土曜日休診 

I 

都 谷 森 「 9 : 00- 1 : 30- 土曜日 

小児科医院 1 	12:00 5 : 00 午後休診 

永田小児科 「 8 : 30- 1 	: 30--- 木、土曜日 

内 科 医 院 「 	12:00 5 : 30 午後休診 

白 生 会 「 9  : 00~ 1 	: 30-- 土曜日 

胃 腸 病 院 ii : 30 5 : 00 午後休診 

増田 病’ I 9 : 00~ 

ii : 00 
2 : 00-- 

4 : 00 
土曜日 

午後休診 

三
 
好
 
診
 
療
 
所
 

 

10 : 00----- 
12 : 00 

2 : 00-- 
3 : 00 

土曜日 

午後休診 

森
 
田
 
診
 
療
 
所
 

 

9 : 00--
ii: 00 

2 : 00- 
4 : 00 

土曜日 

午後休診 

田
月
 

冨内
 
田
科
 
腸

医
 
科

院
  

8 : 30- 
12 : 00 

2 : 00--- 
5 : 00 

木、土曜日

午後休診 

ト問い合わせ 市はつらつ女性課 

雪内線232・234 
11 平成8年12月1日 

12月のオルテンシア 

催 物 案 内 

〇大ホール 

日
  

曜
日
 

催 	 物 開 演 入場料 

1
  

日
  

奥津軽に第九を 
ひびかせる会 

14 : 00 
前1,000円
当1,200円 

醜15 口
H
  

第30回 
歳末助け合い芸能祭 

10 : 00 月り 

500円 

〇小ホール 

日
  

曜
日
 

催 	 物 開 演 入場料 

拠
（
舞
 

口
H
  

おやこ劇場第50回例会 
「ズッコケ三人組」 

18 : 30 会員券 

”一鵬 

') 木
  

アンサンブル 
コンテスト 

15 : 00 無 料 

発「帯 金
  

'96 音楽発表会 18 : 30 無 料 

8
  

F
  

F
-I
  

お 遊 戯 発 表 会 9 : 30 無 料 

水
  

青色申告書決算説明会 13 : 30 

14 クリスマスお遊戯会 9 : 30 無 料 

15 第30回 
歳末助け合い芸能祭 

20 金
  

農業青色申告者の決算・
農業所得収支計算説明会 

10 : 00 
13 : 30 

99 日
  

music 	Concert 13 : 00 無 料 

23 11J G. RC2 
ウインターRCレース 

10 : 00 無 料 

25
写
二 

水
  

クリスマスコンサート 14 : 00 無 料 

五所川原市役所 公35- 2111 



はつらつ女性課内線232・234 

健 康 相 談 室 
お気軽にご利用ください 

（く》持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開依り痔「田 

保健・セ ン タ ー 
12月11日 

（水） 

10 : 
15 

00 
: 
- 
00 

俵 元 農 産 物
加EL セ ン タ ー 

12月11日 

（水） 

11 】 
12 

00 
: 
- 
30 

1公 野 木 会 館 
12月11日 

（水） 

13 : 
14 

00 
: 
- 
30 

コ
 
セ
 
ミ
ン
 
ュ
タ
 
ニ
 
一
 
テ
梅
 
イ
沢
 

 

12月12日 

（木） 

10 : 
12 

00 
: 
- 
00 

ド岩崎公Iミ館 
12月12日 

（木） 

13 : 
14 

30 
】 
- 
30 

イ1「岡保健協力員宅 
12月12日 

（木） 

13 : 
15 

00 
: 
- 
00 

会
  

町
一
一
 

 

12月13日 

（金） 

10 : 
12 

30 
: 
- 
00 

！
一「が
  

1九
 

会
 

無
 
集
 

 

12月13日 

（金） 

13 : 
14 

00 
】 
- 
30 

hり 
保健協力 員宅 

12月16日 

（月） 

13 : 
14 

00 
: 
- 
30 

桜 田 集 会 f折 
12月20日 

（金） 

10 : 
12 

30 
: 
- 
00 

献血のご案内 

期 男
  

10 : Oft- コミュ一ニニラ二イ 

12月 9「］ 11 : 30 センター中川前 

（月） 12 : 30-- 東北電力（株） 

・響舞’ 15 : 00 五所川原営業所内 

12)317 I..1 9 】 30- 五所川原商業 
（火） 麟議 15 : 00 高等学校 

五所川原市役所 容35-2111 

結核検診のお知らせ 
◆対象 16歳以上の市民 

◆受付 検診当日の各場所にて受イ寸いたしま

す。 ご都合の良い場所をご利用ください。 

※ 総合健診など、市で実施している肺がん

検診をすでに受けられた方は受診できませ

ん。 

月日 場 	 所 蒔
 
ワ
間
 

 

112

月
9

日（
月） 

こコ 	ミ 	二ュ 	ニ二 	ラ二 	イ 
セ ン タ ー 三 好 前 

9 : 30'- 
10 : 00 

コ ミ ュ ニ テ イ
セ ン タ ー 中 川 育U 

10 : 15- 
10: 45 

長劃少門・長富コミュニ二
テ イ セ ン タ ー 前 

11 】 00- 
11: 30 

コ
 
セ
 
ミ

ン
 
ュ

タ
 
ニ
松
 
テ
島
 
イ
前
 

 
」
 

 

13 : 00- 
13 : 30 

1I飯
 

コセ
 
ミ

ン
 
ュ

タ
 
テ
詰
 
イ
前
 

一
 

 

13 : 45- 
14 : 15 

112

月
10
H

（
火） 

コセ
 
ミ

ン
 
ュ

タ
 
ニ
長
 
テ
橋
 
イ
前
 

一
 

 

9: 30- 
10 : 00 

コセ
 
ミ

ン
 
ュ

タ
 
ニ
七
 
テ
和
 
イ
前
 

一
 

 

10 : 15- 
10: 45 

コ
セ
 
ミ

ン
 
ュ

タ
 
ニ
梅
 
テ
沢
 
イ
前
 

一
 

 

11 : 00- 
11 : 30 

コ
 
セ
 
ミ
ン
 
ュ

タ
 
ニ

一
 
テ

栄
 
イ
前
 

 

13: 00- 
13 : 30 

新町 働く婦人の家前 
13 : 45- 

14 : 15 
しき しま コ ミ ュ一ニ二 
ラ二 イ セ ン／タ ー 前 

14 : 30- 
15 : 00 

マタニティー教室 
妊婦さん、家族の方、 これからパパママに 

なる方、関心のある方大歓迎です。 

ン日e寺 12月13日（金） 10:00-12 】 30 
＞場所 働く婦人の家・市保健センター 

＞内容 ・マタニティーソーイング 

・マタニティーバイキング試食会

ン定員 30名（定員になりしだい締め切ります） 

電話て喝そう申し込みください。 

※ ベビーシッターがおりますのでお子様連

才しでも参力日て了きます。 

みんなの健康教室 
ぐ＞と 	き 12)1 27口（金） 13 : 00-
◇ところ 市保健センタ- 3階ホーノレ

◇講 師 坂 本 卓 子一先生（布施病院） 

◇テーマ 老人痴呆 

平成8年12月1日 12 
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